
１．事業の概要

～

10 款 6 項 2 目

577 放課後子ども教室の開催

■ 市 ・ □ 国 ・ □ 県 ・ □

■ □ □ □

□ ■ □ □

２．コスト （単位：千円）

予算

決算

人3,067 4,413 4,232職員人件費 　人工 0.5

2,177

その他 244 237 330

3,922

県支出金 555 1,360 2,333 4,892

2,333 補助費等（報償費、保険代等）

財
源
内
訳

国庫支出金 555 1,360

地方債

一般財源 481 1,935

平成23年度 平成24年度

1,835 4,892 物件費（消耗品、通信運搬費） 970

内容（概要）

学校・家庭・地域が連携協力して次の事業を行う。
○放課後子ども教室の開催
○学校支援地域本部事業の実施

平成２３年度事業費

事業費
2,874 4,587 7,173 （内訳）

平成22年度

これまでの改善・
見直しの状況

大規模校実施に伴う活動日数・募集人員の見直しを行い、より多くのニーズに対応できるようにした。

対象（誰のため） 全市民 特定の市民 特定の団体 その他 小学生

事業の目的
（何のため）

子ども達を健やかに育む。社会全体の教育力の向上を図る。

実施主体 その他

実施方法 市が直接実施・運営 一部又は全部委託 指定管理 その他（

位置づけ
関連計画

根拠法令 教育基本法・社会教育法

予算区分
一般会計 教育費 社会教育費 生涯学習費

細事業

総合計画

めざすまちの姿 １　人が育つまち

目標 ④　子どもを健やかに育てる（社会教育）

中間目標
 （H27)

最終目標
（H32)

社会教育係担当係事業期間 開始年度 平成20年度 終了予定年度

成果指標

事業番号 21 平成２４年度事業評価シート　（平成23年度事業の評価）

事業名 学校・家庭・地域連携協力推進事業 担当課 社会教育課



３．事業の評価

事業の実施状況

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

事業主体 市A　継続 より一層の充実を図り実施

今後の方向性 活動スタッフの人員確保

自
己
評
価

事業目的の
達成状況

大規模校（鷲津・岡崎）での開催によりニーズに対応できた。

※必要性
事業を廃止・休
止したときの影響

子ども達の地域教育、家庭教育の機会が減り、学校・家庭・地域の連携、世代間交流や生活体験、社会体
験、自然体験の場を失う。

判定

判定理由
子ども達の地域教育、家庭教育の機会の充実、学校・家庭・地域の連携を図るため市が継続して事業を実施
する必要がある。

実
績
・
改
善

平成23度
活動内容

鷲津小４０人（１～３年生）白須賀小３１人（１～６年生）岡崎小４０人（１～３年生）東小３７人（１～
６年生）知波田小３３人（１～６年生）新居小５６人（２～４年生）　総計２３７人

課題・問題点
となった事項

全参加希望者の受け入れ

どう対処したか

受け入れ人数の増加

改善点

大規模校（鷲津小・岡崎小）での開催の実施。 効果額
H24-H23
（千円）

330

72%

27%

11

237

学校支援事業実施校の増加
11 11

活
動
指
標

内容 平成22年度

124

2 3

放課後子ども教室申し込み者数
330 330

平成24年度 達成率平成23年度


